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史跡山野貝塚整備基本計画（案）に係る意見の募集結果について 

 

１ 意見募集の概要 

 

（１）意見の募集期間  令和５年６月２４日（土）～７月２３日（日） 

（２）提出者数・意見数 １人・４件  

（３）意見の分類と市の対応状況 

対応区分 件数 

Ａ 意見を反映し、原案を修正したもの ０件 

Ｂ 意見の趣旨・考え方が既に原案に盛り込まれているもの ０件 

Ｃ 意見を反映しないで、原案どおりとしたもの ３件 

Ｄ その他の意見、今後の市政の参考とするもの等  １件 

 

２ 意見の概要と市の考え方 

 

整理 

番号 
ページ 意見の概要 

対応 

区分 
意見に対する市の考え方 

１ Ｐ６２ 

Ｐ６３ 

Ｐ６４ 

【ボランティア活動拠点の整備】 

しいのもりの活動拠点のプレハブや加曾利貝塚

のボランティア室など、今後活動を継続するため

には、常時使える拠点が必要です。 

 Ｐ６２第４章第１節３⑤：「ガイダンス施設」に

ボランティアの活動拠点も含めるものとする。 

 Ｐ６３図３４「事業計画概念図」：計画前半○ガ

イダンス施設の整備に「ボランティア活動拠点の

整備」を追加 

 Ｐ６４第５章第１節１Ｄ①：「必要に応じてボラ

ンティア活動拠点を設けます。」を追加  

Ｃ Ｐ８７ ２運営管理において、本計画においては、郷

土博物館をボランティアの活動拠点とする旨を記載し

ています。 

また、ご意見のありました史跡指定地内の拠点設置に

つきましては、基本的に設置できません。 
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２ Ｐ６２ 

Ｐ６３ 

Ｐ６６ 

【縄文時代晩期の景観に思いをはせる植栽】 

 縄文人の食糧であった栗、クルミ、スダジイ、

マテバシイや縄文織の材料だったカラムシなど、

現状の植生を生かしながらできるだけ当時のもの

を植栽していただきたい。身近にあれば当時の景

観を感じ、ガイドもしやすくなります。 

Ｐ６２第４章第１節３③：「植生環境等」の前に

「縄文時代晩期の」を追加 

Ｐ６３図３４「事業計画概念図」：計画前半○整

備の実施に「景観植栽」を追加 

Ｐ６６第５章第１節２：「また」、の後に「縄文

時代晩期に思いをはせる植栽をし、」を追加 

Ｃ Ｐ７５第６節修景及び植栽に関する計画において、

「修景・植栽ゾーンには、縄文時代の生活に利用された

であろう有用植物を植栽する」としております。 

植栽する樹種については、今後の史跡調査結果に委

ね、当時利用したであろう植物の植栽を計画しているた

め、縄文時代晩期と限定した文言は追加しません。 

また、植栽についてはＰ６３図３４「事業計画概念図」

の計画後半○基礎資料に基づく整備実施の一環として

実施していく計画です。 
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３ Ｐ６３ 

Ｐ６７・ 

６８、 

Ｐ９１・ 

９２ 

【海産物獲得ルートの整備】 

 貝塚から百々目堰を経て奈良輪境川に繋がる北

東側の浅い谷と小櫃川水系に繋がる南側の深い谷

へのルートを歩くことは当時の生活を感じるため

に効果的であり、特に公園側を散策路として整備

すれば現地へのアクセスも短くなります。袖ケ浦

公園内で材料としいのもりのような活動拠点があ

ればボランティアで少しずつ整備が可能かと考え

ます。将来的に、公園内のルートはアスレチック

場として整備し、ジップライン（2300年ほど前か

ら人類使用の記録）も設置すれば、帰りの時間が

格段に短縮されます。 

Ｐ６３ 図３４「事業計画概念図」：計画前半○

整備の実施に「散策路の整備」を追加 

Ｐ６３ 図３４「事業計画概念図」：今後想定さ

れる計画に「総合アスレチック場の整備」を追加 

Ｐ６７・６８、９１・９２ 図３７、図５３：散

策路の書き込み（その他関連図も同様） 

Ｃ Ｐ５０（２）広域範囲において、山野貝塚から海へ向

かうルートとして南北の谷を経由する２ルートが想定

されることを記載しています。 

本計画における史跡現地の整備は、現在国の史跡に指

定され、公有地化完了部分及び公有地化が見込まれる部

分を対象としています。そのため、未指定地である南北

両谷部については現地整備の対象外であるため、散策路

を書き込むことはできません。 

また、袖ケ浦公園からのルートに総合アスレチック場

の整備追加については、本史跡の整備の範疇を超えてい

るため追加しません。 

 

４ Ｐ４７ 【山野貝塚ボランティアからの要望】 

ボランティアに対して本計画の共通認識をした

うえで、意見を取り直した方がいいかと思います。 

Ｄ 本計画は、ボランティアの方や講演会参加者のご意見

も参考にしながら、有識者や地元代表などから構成され

る策定委員会にて議論いただき、さらには文化庁の調査

官からの助言を得ながら策定しました。 

ご要望にはお応えできませんが、今後、関係各位のご

協力を仰ぎながら計画の実現に向けて進めてまいりた

いと思います。 

 


